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認知症の病態進⾏過程において、神経細胞シナプスの機能低下は脳萎縮
に⾄る前に⽣じる初期の脳内変化として注⽬されている。我々はシナプ
スを起点とした神経伝達が担う認知機能形成における役割について、分
⼦レベルからの解析を⾏ってきた。これまでにスパイン（神経細胞樹状
突起にある棘状の隆起）内のアクチン線維流動性を介したシナプス応答
性制御が、種々の認知機能形成において重要であることを⾒出してきた。
特にアクチン線維脱重合因⼦群の活性が、スパイン内のアクチン線維流
動性を規定し、シナプス機能を調節していることを明らかにした。近年、
興味深いことに認知症・アルツハイマー病患者死後脳の解析においても、
アクチンタンパク質の制御異常が報告されており、本経路の認知症病態
メカニズムへの関与が⽰唆されている。
本報告会では、認知症・アルツハイマー病の最⼤のリスク要因である加
齢とシナプス機能調節機構の関連性に着⽬し、⽣体で起こる多様な加齢
性変化がスパイン内アクチン線維流動性やシナプス機能および認知機能
に与える影響について紹介するとともに、認知症治療応⽤への可能性と
今後の展望について議論したい。
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